
【取組内容①】

岩沼市立岩沼小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-３

「構築した指導理論と系統的指導計画の構築で，新しい授業観による授業実践が
できる教員を増やす」

授業実践による指導の検討や授業視察による助言によって，

IndiviFLISの指導方法論を構築することができた。GIGA研修

とマニュアルによって，新しい授業観を意識した本校教員によ

る授業実践が多く展開された。IndiviFLISは，低学年では学習

の基盤となる力を着実に高めることや，紙媒体からデジタルへ

の置き換えアプリケーションの習熟をメインに据えている。

したがって，IndiviFLISの本格的スタートは3年生からとなる。また，IndiviFLISの指導レベルを3形態

に設定し，Targetが上がるごとに深い学びへとつながるようになっている。来年度は，これらの構造の下，

一斉指導とIndiviFLISの両方が充実したハイブリッドによる指導ができる教員の育成を目指していく。


